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図 1 GNSS単独測位
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図 2 ネットワーク型 RTK 測位

位
置
関
係
を
求
め
、
誤
差
修
正
を
行
う
方

式
で
あ
り
、

•

D-G
N
s
s

(Differen
ェ
巴
,GNSS)

測
位
「

1m
以
下
」
の
精
度

•

R
T
K
'
G
N
s
s
(Re
巴

Time

Kinematic,GNSS)
測
位
(
以
下
「
R

TK
測
位
」
)で
は「
1
〜
5c
m
程
度
」

の
精
度

で
の
測
位
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

RTK
測
位
を
行
う
た
め
に
は
、
基
準

と
な
る

GNSS
受
信
機
(
基
準
局
)
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
測
位
地
周
辺
に
任

意
の
基
準
局
を
設
置
す
る
「
現
地
基
準
局

設
置
型
」
と
電
子
基
準
点
な
ど

既
設
の

基
準
局
か
ら
イ
ン
タ
̶
ネ
ッ
ト
回
線
等
を

通
じ
て
「
補
正
デ
ー
タ
」
を
受
け
取
る

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
が
あ
り
ま
す
。

機
材
を
減
ら
し
、
手
軽
に
測
位
を
行

い
た
い
郊
外
で
の
現
地
計
測
を
中
心
に
.

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

RTK
測
位
が
広
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

を
利
用
す
る
た
め
に
は「
補
正
デ
ー
タ
(
電

子
基
準
点
デ
ー
タ
)
」
を
受
け
取
る
た
め

の
デ
ー
タ
通
信
契
約
(1
ラ
イ
セ
ン
ス
：

年
間
2
0

万
円
程
度
)
が
必
要
に
な
り
ま
す
.

RTK
基
準
局
設
置
に
よ
る
g
nisys
測
位
精
度

向
上
の
取
り
組
み

は
じ
め
に

G
p
s

(Global
PosiHoning
Sysfem:

ア
メ
リ
カ
)
に
代
表
さ
れ
る
「
衛
星
測
位

シ
ス
テ
ム
」
が
携
帯
電
話
な
ど
に
搭
載
さ

れ
、
一
般
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
か

ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
今

で
は
当
た
り
前
に
使
っ
て
い
る
機
能
の
一

つ
と
し
て
、
特
に
意
識
せ
ず
に
使
わ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
発
の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
と

し
て

GPS
が
1
9
9
3年
に
民
間
に
利

用
開
放
さ
れ
、
日
本
で
も

GPS
受
信
機

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
放
当
初
は
軍

事
的
理
由
か
ら
故
意
に
精
度
が
落
と
さ
れ
、

2
0
0
0年
の
「

SA
解
除
」
ま
で
、
5
0

m
程
度
の
誤
差
を
含
む
も
の
で
し
た
。

現
在
で
は

GLONASS
(
ロ
シ

ア
)
、
G
a

1.11
e
0
(
E
U
)
、
北
斗

衛
星
導
航
系
統
(
中
国
)
、み
ち
び
き
(
日

本
)
な
ど
各
国
独
自
の
衛
星
測
位
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
て
お
り
、
総
称
し
て

GN

s
s
(G
o
b
巴

Navigation
satellite

sys-em)
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
「
衛
星
測
位
シ
ス
テ

ム
U
G
P
S
」
と
し
て
の
期
間
が
長
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に

GPS
と
呼

称
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
衛
星
測
位
受

信
機
は

GPS
(
ア
メ
リ
カ
)
以
外
の
各

国
独
自
シ
ス
テ
ム
の
衛
星
信
号
も
受
信
し

て
測
位
精
度
を
確
保
し
て
い
る
た
め
、
総

称
と
し
て
の
「
G
N
S
S
」
に
呼
び
変
え

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

単
独
測
位
と
相
対
測
位

GNSS
受
信
機
で
の
測
位
方
法
は

「
単
独
測
位
」「
相
対
測
位
」
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。「
単
独
測
位
」
は
1台
(
単

独
)
の

GNSS
受
信
機
で
測
位
衛
星
の

信
号
を
受
信
し
て
測
位
を
行
う
方
法
で
、

容
易
に
測
位
が
で
き
ま
す
が
、
数
m
〜
十

数
m
の
誤
差
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

精
密
な
測
位
(
測
量
)
に
は
十
分
な
精
度

を
保
証
で
き
ま
せ
ん
。

「
相
対
測
位
」
は
複
数
の

GNSS
受

信
機
で
同
時
測
位
し
、
各

GNSS
受
信

機
の
同
時
間
の
測
位
結
果
か
ら
相
対
的
な



計測試験例
場所：日野原三等三角点
使用機器(移動局)：DroggerGPS
「DG-PR01RWS

& ANN-MB-00アンテナ」
測位精度:4.4cm(測位時間30秒)

基
準
局
「
独
自
設
置
」
に
よ
る

RTK-GNSS
測
位
導
入
促
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

RTK
測
位
の
導
入

に
よ
り
、
現
地
で
の
測
位
精
度
は
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

利
用
に
は
「
補
正
デ
ー
タ
」
を
受
け
と
る

た
め
の「
デ
ー
タ
通
信
契
約
(
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
契
約
は
別
)
」
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、

「
手
軽
に
使
う
」
に
は
ま
だ
一
段
、
敷
居

が
高
い
状
態
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
で

RTK
計
測
及

び
、
基
準
局
と
し
て
運
用
が
可
能
な
汎
用

RTK-GNSS
受
信
機
が
低
価
格
で

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
や
個
人

を
問
わ
ず
基
準
局
を
「
独
自
設
置
」
し
て

RTK
計
測
を
行
う
事
例
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

基
準
局
の
設
置
に
は
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
及
び
基
準
局
機
器
(

2
0

万
円
程
度
)

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
設
置
後
は
シ
ス

テ
ム
が
故
障
し
な
い
限
り
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
維
持
費
と
軽
微
な
電
気
代
程
度
で
運
用

が
可
能
で
す
。

ま
た
、
独
自
設
置
し
た
基
準
局
の
接
続

用
コ
ー
ド
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も

簡
単
に
基
準
局
か
ら
「
補
正
デ
ー
タ
」
を

受
信
し
て

RTK
測
位
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
独
自
設
置
さ
れ
た
基
準
局
か

ら
の
「
補
正
デ
ー
タ
」
の
品
質
は
機
器
の

最
適
な
設
置
環
境
に
あ
る
か
、
な
ど
、
設

置
者
の
技
術
力
に
依
存
し
、「
低
質
な
補

正
デ
ー
タ
」
で

RTK
測
位
を
行
え
ば
当

然
、
十
分
な
測
位
精
度
を
得
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。

森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
本
所
、
附
属

施
設
を
中
心
に
、
4カ
所
の
基
準
局
の
試

験
設
置
を
進
め
て
お
り
、
本
所
(
基
準
局

富
士
川
町
)
、
シ
ミ
ッ
ク
八
ケ
岳
薬

用
植
物
園
(
基
準
局
②
：
北
杜
市
)
の
2

カ
所
に
設
置
を
完
了
し
、
試
験
運
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

独
自
基
準
局
「
補
正
デ

1タ
」
に
よ
る

RTK
測
位
精
度
の
確
認

試
験
設
置
し
た
各
基
準
局
か
ら
の
補
正

デ
ー
タ
を
使
用
し
、
複
数
の
既
知
基
準
点

(
三
等
三
角
点
)
で

RTK
測
位
を
行
っ

<
写
真
1
基
準
点

設
置
状
況

固
定
具
合
、
機
器
設
置
位
置
の
測
位
精
度
、

A
写
真
2
基
準
点
(
三
等
三
角
点
)
で
の

RTK
測
位
試
験
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図 3 RTK 試験基準局の配置と補正データのカバー範囲

た
と
こ
ろ
、
基
準
局
①
、

と
も
に
「
4

〜

5cm
程
度
」
の
誤
差
で
測
位
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

残
り
2カ
所
の
附
属
施
設
(
富
士
吉
田

試
験
園
、
南
部
林
木
育
種
園
)
へ
の
基
準

局
設
置
を
順
次
行
い
、
一
定
精
度
で
の
測

位
が
確
認
で
き
た
段
階
で
、
接
続
コ
ー
ド

を
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

接
続
コ
ー
ド
公
開
後
、
様
々
な
現
場

で
測
位
が
行
わ
れ
、
そ
の
測
位
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た
だ
く
こ
と
で
、
補

正
デ
ー
タ
の
精
度
向
上
、
安
定
運
用
の
確

立
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
県
で
の

RTK
測
位
実
現
に
向
け
て

当
研
究
所
で
設
置
を
進
め
て
い
る
基
準

局
の
配
置
で
は
、
全
県
で

RTK
測
位
を

行
え
る
状
態
に
は
至
ら
ず
、
最
低
で
も
6

カ
所
の
基
準
局
を
追
加
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
森
林
•
林
業
関
係
以
外
の
受

益
者
と
の
連
携
も
視
野
に
い
れ
、
全
県
で

の

RTK
測
位
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

(
森
林
総
合
研
究
所主

任
研
究
員

大
地

純
平
)
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